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研究成果の概要（和文）：本研究では、シリア北東部のテル・タバン遺跡において2005～2010年に日本隊が実施
した発掘調査（隊長：沼本宏俊［国士舘大学］）によって出土した紀元前２千年紀後半楔形文字文書とその歴史
的背景に関する基礎研究を行なった。文書は、テル・タバン遺跡にあったタベトゥ市とその周辺に栄えた地方王
国マリ国において作成されたのだが、本研究は、このマリ国とその宗主国であったアッシリアの歴史学的諸問題
に関する個別課題の研究に取り組んだ。それにより、マリ国の特殊な状況の諸相を明らかにするとともに、アッ
シリア領土統治の多様性に光を当てた。研究の成果は、欧米の楔形文字学の主要な査読誌などにおいて論文とし
て公刊した。

研究成果の概要（英文）：Our research project investigated the history, society, and culture of a 
local kingdom called ‘Land of Mari’, which flourished in the Middle Habur region during the late 
second millennium B.C. as a client state, semi-autonomous from the Assyrian state. The research 
mainly relied upon cuneiform texts, which were unearthed at the site of Tell Taban in north-eastern 
Syria by a Japanese archaeological mission during the 2005 and 2010 seasons. Focusing upon such 
issues as the local scribal tradition and the Assyrian state scribal practice, the local cultic 
tradition and the Assyrian state cult, transfer of Babylo-Assyrian scholarship into the local 
kingdom, and the journey of Assyrian kings, we clarified various characteristics of the local 
government and society of the Land of Mari, which are distinct from those of the Assyrian provinces,
 and also shed light on the diversity of the Assyrian rule in the late second millennium B.C. 

研究分野： アジア史・アフリカ史
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本の調査隊（調査隊長：沼本宏俊［国士
舘大学］）が 1997〜1999 年と 2005〜2010 年
にシリア北東部のテル・タバン遺跡において
大量の楔形文字文書を発見した。文書は紀元
前 18 世紀後半と紀元前 13〜11 世紀に由来す
る。本研究の代表者の柴田と分担者の山田は
これら文書の解読と研究に取り組んできた。 
 本研究の開始までに、文書の碑文学的・文
献学的研究と平行し、文書の歴史学的研究に
も着手した。研究開始までに代表者と分担者
は次の成果を得ていた：テル・タバン遺跡が
古代のタベトゥ市であったことが確定され
た。さらに前 18 世紀後半ならびに前 13〜11
世紀におけるタベトゥ市の政治的・社会的状
況が明らかになり始めた。前 13〜11 世紀タ
ベトゥ市は称号「マリ国王」を名乗る領主の
地方王朝の本拠地であった。マリ国は、当時
ユーフラテス東岸付近に至る領域を統治し
ていたアッシリアに服属していたが、アッシ
リア領土の大半を占める行政州とは異なる
一種の自治領とも呼べる特種な地位にあっ
た。領主の記念碑の分析により王統を復元し
たが、この王朝は地元の出自であり、家系は
アッシリアによるハブール川流域征服以前
に遡り、タベトゥ市一円の統治もミッタニが
ハブール流域を支配下に置いていた前 14 世
紀以前から継続していた可能性が高い。アッ
シリアによる旧ミッタニ領征服後も例外的
に存続を許されたマリ国の地方王朝は、領主
の即位名をアッシリア風に変え、アッシリア
王家の姫と少なくとも二度婚姻し、王宮の行
政文書や食料配給に用いられたと考えられ
る量産土器もアッシリア式に変えた。その一
方で、アッシリア全土で用いられていたアッ
シリア暦は採用せずに地元の暦を使い続け、
ローカルな神殿祭儀も継続した。さらに上述
前 18 世紀文書との比較により、このような
在地の伝統が少なくとも前 18 世紀から続い
ていること、またマリ国という地名も前 18
世紀中葉までユーフラテス川中流域に栄え
たマリ市に由来する可能性が高いことを明
らかにした。 
 
２．研究の目的 
 
 テル・タバン文書研究を発展させ、地方王
国マリ国と宗主国アッシリアが持っていた
関係の具体的様相を明らかにする。それによ
って、これまでの研究によって俎上に載せら
れたアッシリア領土統治における多様性の
問題をより明確にする。 
 
３．研究の方法 
 
（１）テル・タバン文書と前二千年紀後半ア
ッシリア文書を史料にし、テル・タバン文書
によって提起される問題点に着目しながら
個別研究を行う。 

（２）具体的な課題を設定し、海外研究協力
者とともに国際研究会議を開催する。 
 
４．研究成果 
 
（１）アッシリア王による地方巡行の研究 
 
 テル・タバン文書には前２千年紀後半アッ
シリア王による当地の訪問に関する記録が
数点含まれる。さらにアッシリア王の地方巡
行に関する記録は同時代の他のアッシリア
文書にも多数認められる。しかしながら、こ
の問題の体系的な研究は実施されていなか
った。このため、海外共同研究者の J. Llop と
ともに史料を包括的に収集し、関連するター
ミノロジーの整理と分析、地方巡行の過程の
復元、行政州知事とマリ国領主ら地方王国領
主の関与の分析、地方巡行の政治的・祭儀的
役割の検討に取り組んだ。研究の成果はアメ
リカの査読付き研究誌 Journal of Cuneiform 
Studies において共著論文として公刊した。 
 アッシリア王のマリ国訪問に関する記録
のうちの一点は、単なる王の地方巡行ではな
く、アッシリア王と王太子一行が隣国のカル
ケミシュに向かった際、その途上でマリ国に
立ち寄った記録であった。この記録は政治史
的な重要性に加え、歴史地理に関しても従来
の理解を変更する情報を持っていたため、別
稿で検討した。アッシリア王一行の旅程を明
らかにするとともに、マリ国の北方にあった
重要な行政州都クリシュヒナシュ市の位置
について新しい提案を行った。研究の成果は
J. N. Postgate の献呈論集において公刊した。 
 
（２）マリ国におけるアッシリア式書記術の
受容 
 
 テル・タバン出土前２千年紀後半文書の特
徴が原則として同時代のアッシリア文書と
共通していること、よってタベトゥ市ではア
ッシリア式書記術が採用されていたこと、し
かしテル・タバン文書には通常のアッシリア
文書から逸脱した特徴も認められることが
これまでの研究によって明らかになってい
た。今回は特に楔形文字書体と法文書の書式
に着目し、アッシリア書記術受容の様相をよ
り明確にした。 
 書体に関しては、一部の逸脱した書体がア
ッシリアによるハブール流域征服以前から
この地域で用いられていたローカルな書体
に由来することを突き止め、これを手掛かり
にアッシリア書記術がタベトゥにおいて受
容されたプロセスの復元を試みた。この研究
の成果は代表者と分担者が編集した書記伝
統に関する英文研究書において発表した。 
 法文書に関しては、譲渡書に着目し、同時
代のアッシリア譲渡書と比較検討すること
により、共通点と独自点を明確にした。研究
の成果は現在印刷中の H. Freydank の献呈論
文集において公刊される。 



 
（３）バビロニア・アッシリアの知的伝統の
受容 
 
 前１３世紀末・前１２世紀初頭におけるア
ッシリアの著名な有力者イリ・パダがマリ国
滞在中に病に倒れた事件に関する書簡を手
掛かりに、バビロニア・アッシリアにおける
医術・暦学・卜占の伝統がマリ国に受容され
た様相の一端を明らかにした。また、これま
で明らかになっていなかった卜占と暦学に
関するアッシリア方言の重要語彙の意味・用
法・語源を確定した。研究の成果はドイツの
査読付き研究誌 Zeitschrift für Assyriologie に
おいて発表した。 
 
（４）アッシリア行政州がアッシリアの国家
神の神殿に定期的に奉納した規定供物の問
題 
 
 古代メソポタミアの神殿では、地域住民の
有力者が輪番制で神殿に定期的に供物を奉
納していたが、アッシリアではこの慣行が行
政州の統治政策に転用された。すなわち、ア
ッシリアの全行政州は首都アッシュル市に
あった国家神の神殿に供物を奉納すること
が義務付けられており、行政州は規定された
量と種類の供物を定期的に奉納していた。こ
の政策に関する史料と先行研究を整理した。
また、アッシリアに臣従しつつも行政州には
組み込まれなかったマリ国がこの政策の対
象にはならなかった可能性が高いことも論
じた。 
 
（５）国際ワークショップの開催 
 
 2016年 3月 23–24日に海外共同研究者と筑
波大学において国際ワークショップを開催
した。ワークショップは代表者と分担者がオ
ーガナイズした。研究成果は次年度までに英
文研究書として公刊する。ワークショップの
課題は暦。代表者と分担者以外の参加者は下
記の通り。海外共同研究者：Dominique 
Charpin（コレージュ・ド・フランス）、Daniel 
Fleming（ニューヨーク大学）、Laurent Colonna 
d’Istria（リエージュ大学）、Antoine Jacquet（コ
レージュ・ド・フランス）、Cécile Michel（フ
ランス国立科学研究センター）、Olivier 
Rouault（リヨン大学）、Walther Sallaberger（ミ
ュンヘン大学）、Nele Ziegler（フランス国立
科学研究センター）。国内共同研究者：山田
雅道（筑波大学）、前川和也（京都大学）。 
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